
 １　施設の管理運営

 ２　事業実施内容

 ３　サービス提供状況

 ４　市内中小企業への発注に対する考え方

　　　　伏見地域介護予防推進センターと連携し、ファイン体操教室（月１～２回）と介護予

（４）自由参加事業
　　　　ぬり絵サロン

　施設管理兼事業担当者
　　所長１名
　　嘱託１名
　　アルバイト３名（職員休暇時等に依頼）

　特殊設備等の保守管理以外は、市内中小企業を活用しています。

令和６年度指定管理業務に関する事業報告書（老人福祉センター）

センター名 京都市淀老人福祉センター

【開所日及び開所時間等】
　　月曜日～土曜日　午前９時から午後５時
【閉所日】
　　日曜日，祝日，振替休日，１２月２９日～１月３日
【管理業務】
　(1)窓口業務（新規利用者に対する利用案内，事業紹介，各種事業の受付等）
　(2)施設の維持管理（館内清掃，開館・閉館業務，遺失物･拾得物の管理）
　(3)消防設備定期点検
　(4)開所･閉所時の安全点検
【サービス向上のための取組】
　(1)職員の資質向上のための研修
　(2)老人福祉センター利用案内（淀老人福祉センターだより）の作成
　(3)施設・備品の団体利用についての規則を明確化
　(4)苦情解決体制の整備と苦情事例の活用
  (5)安全確保のための事故報告書等の事例共有
（参考）今後実施予定の指定管理者提案内容

　　　きました。

（１）教養教室事業
　　　　趣味の活動を生かした生きがいづくりや同世代同士の交流、社会参加のきっかけの場

　　　　年度末　１１教室

　　　　1１月に淀老人福祉センター開設５０周年記念イベントとして、淀児童館と合同で「ふ

　　　として教養教室事業を実施しました。

　　　　老人クラブ連合会、民生児童委員協議会、老人福祉懇談会などの会議や事業の活動

　　　　　誰でも気軽に参加でき、閉じこもりがちな高齢者が仲間をつくる場所として、月1回
　　　　実施しました。

　　　れあい広場」を開催し、一緒に踊ったり、歌ったりして楽しまれました。
（６）地域福祉団体への支援・連携

　　　場所として、部屋を提供しました。

（２）高齢者自主活動支援事業
　　　　高齢者がグループで自主的に取り組み、その活動が円滑に進められるように支援して

　　　　年度末　１７同好会（５月に「楽しくコーラス♪」が活動を開始しました。）
（３）介護予防事業

　　　防測定会を支援・実施しました。

（５）世代間交流



 ５　施設の利用状況（施設の稼働率，利用者数，事業参加者数など）

人

％ （開所日数：２９３日）

ア　令和６年度収入状況（単位：円）

イ　令和６年度支出状況（単位：円）

　　６　施設の利用者満足度の把握

　 ⑴　利用者満足度の把握状況

　 ⑵　利用者満足度把握の結果

　 ⑶　意見等への主な対応状況

8,876,758

⑴　施設利用者数（延べ人数）

10,092

その他 369,867

収入計 9,246,625

⑵　施設稼働率

100.0

⑶　収支実績

委託料

　９６人の方から回答が有り、全てのアンケート項目で「大変満足」「満足」との回答が９５％以
上でした。

　　　たいへん満足29.2％　満足69.8％　不満0％　たいへん不満0％　無回答1.0％

　　　たいへん満足28.1％　満足71.9％　不満0％　たいへん不満0％　無回答0％

小額修繕費 67,793

その他 0

支出計 9,171,795

　６月１日から６月２１日までご利用者アンケートを実施しました。質問は７項目、それぞれを
「大変満足、満足、不満、大変不満」の４段階で評価していただきました。

人件費 6,244,171

事業費 2,621,381

委託費 238,450

　１「あいさつやお声がけは、きちんとできていますか。」
　　　たいへん満足28.1％　満足71.9％　不満0％　たいへん不満0％　無回答0％
　２「身だしなみは、業務にふさわしいものですか。
　　　たいへん満足27.1％　満足72.9％　不満0％　たいへん不満0％　無回答0％
　３「表情や態度は、感じが良いですか。」

　　　たいへん満足21.9％　満足75.0％　不満2.1％　たいへん不満0％　無回答1.0％
　５「困ったことがあるとき、気軽に相談できる雰囲気はありますか。」

　４「言葉づかいや説明は、親切でていねいですか。」

　６「整理整頓は、行き届いていますか。」
　　　たいへん満足34.4％　満足65.6％　不満0％　たいへん不満0％　無回答0％

　ダンスをされている方々から集会室に姿見鏡を設置してほしいとの要望が多くありました。要望
の内容を詳しく聞き取り、設置に係る費用などを説明し、移動式の鏡を購入することで理解を得て
対応しました。

　７「案内表示や広報誌、掲示物は、分かりやすいですか。」
　　　たいへん満足31.2％　満足68.8％　不満0％　たいへん不満0％　無回答0％



　　７　評価（指定管理者自己評価）

　廃止となった教室や同好会はなく、５月にコーラスの同好会が新たに活動を開始し、広報紙など
を活用して既存の教室・同好会の増員活動を行ったことから施設の延べ利用者数は、令和２年度
４，５０３名まで減少していたものが、令和６年度は１０，０９２名となりました。

　淀老人福祉センター開設５０周年の記念イベントとして、１１月には近隣の児童館と合同で高齢
者と子供達が見るだけでなく一緒に踊るフラダンスや聞くだけでなく一緒に歌うクラリネット４重
奏などを楽しむ「ふれあい広場」を開催し、３月には５０周年記念発表会（舞台発表会・作品展示
会）を盛大に行い、多くの来所者が鑑賞されました。

　また、地域の関係機関や団体である老人クラブ連合会、民生児童委員協議会、老人福祉懇談会な
どの会議や事業の場所として会議室の提供を行い、地域の高齢者の「生きがいづくり」の拠点とし
て、一定の役割を果たしました。

　収支については、最低賃金の引き上げによる人件費の増や物価の上昇等により物品購入費・水道
光熱費などの経費が増加しましたが、収支のバランスは保つことができました。

　施設の利用については、近隣に保育園や児童館があることから世代間交流にも取り組んできまし
た。独居老人をお世話する老人福祉懇談会では、令和７年度も児童や保育園児と「七夕まつり」な
どの交流を当センターで計画しています。また、当センターが計画している世代間交流以外の事業
などもあることから従前以上の施設利用者があると見込んでいます。

　令和６年度も高齢者の方々が健康や老化の防止だけでなく、住み慣れた地域で仲間づくりや社会
参加のきっかけづくりの身近な施設になるように、利用者の方々からの意見や希望を聞きながら運
営してきました。


